
四日市市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例

をここに公布する。 

令和４年３月２４日 

四日市市長  森   智  広  

四日市市条例第１０号 

四日市市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正す

る条例 

四日市市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例（昭和４１年四日市市

条例第１１号）の一部を次のように改正する。 

 

改正後 改正前 

（服務規律） （服務規律） 

第８条 団員は、団長の招集によって

出動し、職務に従事するものとす

る。ただし、招集を受けない場合で

あっても、災害（水火災又は地震等

の災害をいう。以下同じ。）の発生

を知ったときは、あらかじめ指定す

るところに従い、直ちに出動し、職

務に従事するものとする。 

第８条 団員は、団長の招集によって

出動し、職務に従事するものとす

る。ただし、招集を受けない場合で

あっても、水火災その他の災害の発

生を知ったときは、あらかじめ指定

するところに従い、直ちに出動し、

職務に従事するものとする。 

  

（報酬） （報酬） 

第１２条 団員の報酬は、年額報酬及

び出動報酬とする。 

第１２条 団員には、次により報酬を

支給する。 

 基本団員 

 団長 年額 ８２，５００円 

 副団長 年額 ６９，０００円 

 分団長 年額 ５０，５００円 

 副分団長 年額 ４５，５００円 

 部長及び班長 年額 ３７，０００

円 



 団員 年額 ３６，５００円 

 機能別団員 

 部長・班長 年額 １８，５００円 

 団員 年額 １８，３００円 

２ 団員には、年額報酬として別表第

１に掲げる額を支給する。 

 

３ 前項の年額報酬の支給日は、毎年

１２月１５日（休日繰下げ。）と

し、支給の方法は、四日市市職員給

与条例（昭和２４年四日市市条例第

１５号）に定める職員に支給する給

料の例による。 

２ 前項の報酬の支給日は、毎年１２

月１５日（休日繰下げ。）とし、支

給の方法は、四日市市職員給与条例

（昭和２４年四日市市条例第１５

号）に定める職員に支給する給料の

例による。 

４ 団員が年度の途中で任命され、又

は退職し、失職し、若しくは死亡し

たときの年額報酬の額は、月割りに

より計算する。 

３ 団員が年度の途中で任命され、又

は退職し、失職し、若しくは死亡し

たときの報酬の額は、月割りにより

計算する。 

５ 団員が災害、警戒、訓練等の職務

に従事する場合においては、出動報

酬として別表第２に掲げる額を支給

する。 

 

  

（費用弁償） （費用弁償） 

第１３条 団員が災害、警戒、訓練等

の職務に従事する場合においては、

費用弁償として四日市市職員給与条

例第４１条に規定する通勤手当を勘

案して規則で定める額を支給する。 

第１３条 団員が災害出動、警戒、訓

練等の職務に従事する場合において

は、費用弁償として別表に掲げる額

を支給する。 

２及び３ （略） ２及び３ （略） 

  

別表第１（第１２条第２項関係）  

区分 階級 年額報酬の額  



基本団

員 

団長 82,500円 

副団長 69,000円 

分団長 50,500円 

副分団長 45,500円 

部長及び班

長 

37,000円 

団員 36,500円 

機能別

団員 

部長及び班

長 

18,500円 

団員 18,300円 
 

  

別表第２（第１２条第５項関係） 別表（第１３条関係） 

区分 支給単位 金額 摘要 

災害  （略） 

 （略） 

  

区分 支給単位 金額 摘要 

災害出動 （略） 

 （略） 
 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の四日市市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の規定は、

この条例の施行の日以後に団員が災害、警戒、訓練等の職務に従事する場合の報酬

及び費用弁償について適用し、同日前に団員が災害、警戒、訓練等の職務に従事し

た場合の報酬及び費用弁償については、なお従前の例による。 

（消防本部消防救急課） 


